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◇行夢予定表
10月11日～11月10日

13（木）
社会教育短期大学〈講演会〉（P10参照）

14働
陶芸教室（総合センター19：30～21：30）移動図書館（重地、

下山、田代12：00～13：35）1畿半児検診（右参照）　心配ごと

相談日（老人福祉センター13：00～16：00相談員江口行男）

⑫（日）
村民バスケットポール大会（P9参照）
小松原清掲登山
休日救急医（池田医院a52－2581）

17（月）
移動図書館（芋川、倉俣12：00～13：05）

18（幻
木版画教室（総合センター19：30～21：30）

村PTA連合会研修会（総合センター

21㈹
2歳児検診（右参照）年金相談日（P10参照〉
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員藤田義一）

㊥（日） 村民バレーボール大会（P9参照）歩け歩け村民健康
ウォーク　健康づくり大会（P9参照）
休日救急医（中条病院a57－3018）

24（月〉
三種混合（右参照）

25（幻
母続学級、妊婦検診（右参照）

26㈱
秋の火災予防運動％～％
16㎜映写機操作認定講習会（総合センター18：30～
21＝0028日まで）

28㈹
陶芸教室（総合センター19：30～21：30）移動図書館（重地、

下山、田代12：00－13：35）産後検診（右参照）心配ごと、行
政相談日（老人福祉センター13：00～16：00相談員根津敬、山田正平）

29仕）
第12回中里村芸術祭（P9参照）

⑳（日） 第9回中里村民芸能祭（P9参賦）
休日救急医（山口医院費52－2174〉

31（月〉
移動図書館（芋川、倉俣12：00～13：05）

％（幻
木版画教室（総合センター19：30～21：30）

⑭㈲
文化の日

休日救急医（古藤医院a65－3001）
村民卓球大会（P9参照）

4働
社会教宥短期大学く講演会〉（P10参照）

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝藤田義一）

⑭（日）
休日救急医（上村病院盈63－2111）

8（幻
広域農道倉俣大橋開通式（10＝30～）

9休）
ポリ才生ワクチン（右参照）

※変更する場合があります・御用の際は担当課で確認を。
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岡
村
島
次
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
の
春
、
大
豆
や
ご
ま
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
搾
油
し
よ
う
と
中
魚
沼
開
拓
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
会
で
、
土
市
駅
前
に
開
拓
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
産
加
工
揚
の
建
設
を
計
画
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
を
も
ら
う
た
め
県
に
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
現
地
調
査
に
、
金
沢
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
事
務
局
と
県
の
開
拓
課
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
人
の
係
官
が
来
ま
し
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
写
真
は
、
調
査
が
終
っ
て
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
間
際
、
係
官
と
一
緒
に
撮
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
の
で
す
。
後
列
の
右
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
人
目
が
わ
た
し
で
す
。

～

へ
9
く

　8三種混合　第1期（3回目）S60．9．1～61．8．31生、昨年未接種者

　　10月24日／14：00～15：00／総合センター／村内全域

　■ポリオ生ワク　初回者S62．12．1～63．5．31生、追加者S62．

　　　　　　6．1～S62．11．30生、前回未投与者

　　11月9日／14：00～15：00／保健センター／村内全域

　■母親学級

　　10月25日／12145～13：00／／上村病院／妊娠中の保健

　■妊婦検診

謹
　10月25日／13：30～14：00／上村病院

　■1歳半児検診　S61．10．1～62．4．1生

　10月14日／13：00～14：00／保健センター

　圏2歳児検診　S61．4．2～61．9．30生

　10月21日／13：00～14：00／保健センター

　■乳児検診　S62．10．1～63，4．1生

学　11月7日／13：14：00／保健センター

　※10月28日の産後検診は日時が変更になりました。

　日程は未定です。該当者に後日通知します。

　
食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
、
…
…
…
…
。

　
あ
な
た
は
、
ど
れ
を
と
り
ま

す
か
。
保
健
セ
ン
タ
ー
二
階
で

毎
週
一
回
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン

ス
を
や
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
で

す
。
音
楽
に
あ
わ
せ
て
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
、
ス
ポ
ー
ツ
や

り
ま
せ
ん
か
。
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一般会計
　　　　⑦

㌦
　
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
臨

嗣
な
ど
が
ど
の
よ
」
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
え

蘭
っ
て
い
発
く
た
め
に
、
昭
和
六
＋
二
眠

叢
の
決
纂
お
智
せ
い
た
し
ま
す
。
昭
和
訓

“
六
士
一
年
度
は
、
異
小
学
校
の
嚢
を
烹

一
じ
め
、
各
種
事
業
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
三
一

｛
十
億
円
が
村
づ
く
り
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
　
曲

地万交付税

12億6，634万4千円

　　　（42．0％）

地域のために頑張る消防団員　　　　　　　　村　税
30億　　　　　　3億7，196万1二F円
1，308万　　　　　　　　（（12，3％）

3千円　　　　村賃
　　　　　　3億5・290方円

、灘筑）

獣
　Oo｛B　　　　　　　2億17
　違　　　　　　』＿r’（，

一2億1，777万2干円（7．2％）

一1億5，026万8干円（5．0％）

分担金及び負担金
　　　4，943万1二F円（1．6％）

　
村
の
昭
和
六
十
二
年
度
一
般

会
計
決
算
は
、
歳
入
歳
出
共
に

前
年
度
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
前
年
度
で
田
沢

小
学
校
建
築
が
完
了
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
の
差
引
残
額
は
九

千
四
百
四
十
五
万
九
千
円
の
黒

字
と
な
り
、
こ
の
全
額
が
翌
年

度
へ
の
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
を
前
年
度
と
比
較
し

た
場
合
の
主
な
特
徴
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
歳
入
〉

　
前
年
対
比
で
増
加
し
た
の
は

国
庫
支
出
金
、
繰
入
金
、
地
方

債
、
繰
越
金
等
で
す
。
こ
の
内

国
庫
支
出
金
、
地
方
債
の
伸
ぴ

は
、
田
沢
小
学
校
建
築
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
減
少
し
た
主
な
も
の
は
、
財

産
収
入
で
、
養
魚
施
設
を
管
理

委
託
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。〈

歳
出
〉

　
前
年
対
比
で
教
育
費
、
商
工

費
、
土
木
費
、
公
債
費
等
は
、

田
沢
小
学
校
建
築
、
清
田
山
公

園
研
修
棟
建
築
、
村
道
改
良
、

村
債
償
還
で
大
き
く
増
え
ま
し

た
が
、
災
害
復
旧
費
は
、
事
業

減
に
よ
り
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
。

財政力指数一
　　　（昭和62年度）

0．215

0．353

0．276

中里村・

津南町・

川西町・

この数字は、1に近いほど財源
に余裕があることになります。

その他
電気税

1，038万4干円（2．8％）

1，523万8干円（4．1％）

たばこ消費税

総額3億7，196万1干円

2，313万3干円（6．2％）

村民税
固定資産税

　　　　　　　鞭，7晒仔趣（諮，2％〉濃

欄癩脇囎く§2・灘

　　教育賛

8億1，254万9干円

　　（27．8％）

総務賛　　　　＼

4億8，947万9千円

　（16．8％）

29億
1，862万

4千円

農林水産業賛
4億70万5干円
（13．7％）

（
蓉
．
へ
）
肛
珪
β
器
鱈

　
　
　
　
　
　
畢
e
申

　
　
　
　
　
　
鋤
敏

／
脅
♂

影
籍

織

、．ヒ・・灯’鷺、　趨瀦麺、ヤ甲．

むひとつに燃えた体育祭

村の借金は19億6，580万円

学校建築

34．8％

奎整備　　1億9，959万6千円
5。9％　　（6・8％）

　　　　　　1億2，425万3干円
鮒．2％　（4・3％）
　　　　　　　災害復旧費
　　　　　　　　2，258万9干円（0．8％）

その他2．7％

備
％

整
9

道
憶

林

その他M．2％

村道整備

38．1％

　　　　　　　基　　金

　財政調整基金・一…1億8，204万3千円
　教育施設整備基金2・・…1億2，550万円

　建設基金…・一………・3億4り860万円
　減債碁金………・・………・・5，410万円

　国保財政調整碁金……3，379万8千円

　土地開発基金…………一5，000万円
　簡易水道事業運営甚金1，059万4千円

㊥（　＿

大蔵省
34．5％

ρ
ρ

郵政省

L62．8％

角」角LJ圏㌧」哺し1飼㌧」嶋㌧へ」圃㌧幽㌧1飼㌧角」ヘヘ』へ．肉㌧へ」嶋馳』州』」閥隔』

、．、、．おもな使い道．（単位：帯円）

⑧
農業共済
簡易水道
国　　保（施設）

老人保健
国保（事業）

） 3，398万8午陽

4，327乃1汗紹

7，5砺鐸麟

3億6，2師8繭

騰3，24晒肝綿

290．027円
嶺・

〆
ノ、

驚’

　σ

30’6嫌

地
域
に
役
立
つ

郵
便
局
の
簡
保
、
年
金
資
金

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
、
郵
便

年
金
の
保
険
料
や
掛
金
は
、
み

な
さ
ん
の
将
来
の
保
険
金
や
年

金
な
ど
の
支
払
い
に
備
え
て
積

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
積
立
金
は
、
　
「
簡
保
・

年
金
資
金
」
と
し
て
自
治
体
に

貸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
村
も
、
昭
和
六
十
二
年
度

学
校
建
築
や
村
道
・
林
道
整
備

な
ど
で
一
億
三
千
四
百
十
万
円

の
融
資
を
受
け
、
村
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

　
上
の
だ
円
形
の
グ
ラ
フ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
昭
和
六
十
二
年

度
末
現
在
の
村
の
借
金
（
起
債
）

は
、
十
九
億
六
千
五
百
八
十
万

円
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
郵

政
省
か
ら
の
融
資
は
約
六
割
近

く
を
占
め
て
い
る
の
で
す
。

〈
前
年
度
融
資
を
受
け
た
事
業
〉

O
村
道
山
崎
荒
屋
線
改
良
舗
装

o
村
道
清
田
山
線
改
良

o
村
道
高
道
山
山
ノ
手
線
改
良

o
村
道
田
沢
山
崎
線
改
良
舗
装

o
村
道
田
沢
山
崎
線
消
パ
イ

o
林
道
小
松
沢
線
改
良

O
林
道
角
間
土
倉
線
開
設

o
広
域
農
道
整
備

o
防
災
資
機
材
備
蓄
施
設

o
防
火
水
槽
設
置

o
清
田
山
公
園
研
修
棟
建
築

o
田
沢
小
学
校
建
築

2昭和63年10月10日広報くドかマご3
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待
望

　
　
　
　
　
　
十

の
ス
キ
ー
場
着
工

二
月
オ
ー
プ
ン
め
ざ
す

　
安
達
事
業
グ
ル
ー
ブ
の
㈱
上
越
観
光
開
発
と
中
里
村
の
第
三
セ
ク
タ
ー
清
津
観
光
開

発
㈱
が
進
め
て
き
ま
し
た
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
市
之
越
ゲ
レ
ン
デ
の
起
工
式
が
去
る
九

月
二
十
日
、
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
里
村
に
と
つ
て
待
望
の
ス
キ
ー
場
で
十
二
月

オ
ー
ブ
ン
め
ざ
し
、
リ
フ
ト
や
ゲ
レ
ン
デ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度
、
平
均
斜
度
十
二
度
）

全
体
で
1
7
0
億
円
投
入

　
起
工
式
に
は
、
安
達
事
業
グ

ル
ー
プ
の
安
達
建
之
助
オ
ー
ナ

ー
、
上
村
村
長
、
第
三
セ
ク
タ

ー
清
津
観
光
開
発
㈱
の
秋
田
實

社
長
を
は
じ
め
、
行
政
、
工
事
、

地
元
関
係
者
な
ど
八
十
五
人
が

出
席
し
、
工
事
の
安
全
と
計
画

の
発
展
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

工事の安全を込め鍬入れする関係者

　
そ
の
後
、
村
総
合
セ
ン
タ
ー

で
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
安
達
オ

ー
ナ
ー
は
「
中
里
村
側
は
、
国

道
改
良
に
よ
り
交
通
の
便
も
よ

く
な
り
、
標
高
が
高
く
北
向
き

で
雪
が
多
く
す
ば
ら
し
い
と
こ

ろ
。
ス
キ
ー
場
だ
け
で
は
な
く

通
年
観
光
を
考
え
て
い
る
。
ス

キ
ー
場
は
な
る
べ
く
早
く
当
間

（
十
日
町
市
）
や
大
沢
（
塩
沢
）

と
直
結
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
今
後
の
構
想
を
話
し
ま
し
た
。

　
清
津
ス
キ
ー
場
市
之
越
ゲ
レ

ン
デ
の
今
年
の
開
発
計
画
は
、

六
月
号
の
広
報
で
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
全
長
千
六

十
八
メ
ー
ト
ル
の
ロ
マ
ン
ス
リ

フ
ト
（
二
人
乗
り
）
一
基
、
ニ

コ
ー
ス
の
ゲ
レ
ン
デ
（
約
十
万

六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
十

メ
ー
ト
ル
、
最
大
斜
度
三
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
六

十
人
収
容
の
ゲ
レ
ン
デ
レ
ス
ト

ラ
ン
、
五
百
台
収
容
の
駐
車
場

が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
全
体
計
画
で
は
、
百

七
十
一
億
円
が
投
入
さ
れ
、
一

期
工
事
と
し
て
ス
キ
ー
場
を
開

発
、
二
期
に
ゴ
ル
フ
場
、
宿
泊

施
設
、
三
期
と
し
て
は
そ
の
他

の
施
設
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
　
（
下
の
概
要
図
参
照
）

　
な
お
、
将
来
的
に
は
、
上
越

国
際
ス
キ
ー
場
（
塩
沢
町
）
、

上
越
国
際
当
間
ス
キ
ー
場
（
十

日
町
市
）
と
当
間
山
（
標
高
千

一
六
メ
ー
ト
ル
）
付
近
で
結
ば

れ
、
日
本
有
数
の
ス
キ
ー
場
と

な
り
首
都
圏
か
ら
の
誘
客
が
見

込
ま
れ
、
就
業
の
場
の
確
保
や

観
光
客
に
よ
る
消
費
経
済
の
活

発
化
、
特
産
品
の
販
路
拡
大
な

ど
地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
期

待
が
で
き
ま
す
。

　
去
る
九
月
二
十
七
日
、
田
沢

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
村
内
小

学
校
親
善
陸
上
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
百
m
走
》
五
年
男
子
①
根
津

茂
㈹
②
樋
口
裕
文
圃
③
井
ノ
川

隆
之
圃
五
年
女
子
①
井
ノ
川
葉

子
㈹
②
滝
沢
か
お
る
㈲
③
大
島

小
百
合
価
六
年
男
子
①
高
橋
裕

彦
囲
②
樋
口
正
晴
㈹
③
藤
ノ
木

大
二
㈲
六
年
女
子
①
鈴
木
小
百

合
㈲
②
村
山
明
子
側
③
鈴
木
孝

子
㈲

《
八
十
m
ハ
ー
ド
ル
》
五
年
男

子
①
村
山
陽
一
圃
②
村
山
悦
男

㈹
③
井
ノ
川
隆
之
㈹
五
年
女
子

①
南
雲
千
技
子
側
②
山
田
里
沙

子
㈲
③
小
林
美
佐
子
㈲
六
年
男

子
①
山
本
明
宏
㈲
②
樋
口
正
晴

㈹
③
藤
ノ
木
大
二
㈲
六
年
女
子

①
鈴
木
小
百
合
㈲
②
関
沢
恵
子

㈲
③
服
部
美
樹
圃

《
千
五
百
m
走
》
五
年
男
子
①

根
津
茂
圃
②
佐
藤
一
真
㈹
③
鈴

木
学
㈲
六
年
男
子
①
樋
口
正
晴

㈹
②
鈴
木
隆
司
㈲
③
山
本
明
宏

㈲
《
八
百
m
走
》
五
年
女
子
①
関

寿
恵
囲
②
富
井
久
美
子
㈲
③
山

本
か
お
る
㈲

《
走
り
幅
跳
び
》
五
年
男
子
①

樋
口
裕
文
圃
②
根
津
茂
個
③
吉

楽
高
夫
側
五
年
女
子
①
大
島
小

百
合
圃
②
富
井
裕
子
㈲
③
関
里

恵
㈹
六
年
男
子
①
山
本
明
宏
囲

②
高
橋
裕
彦
画
③
桑
原
亨
圃
六

年
女
子
①
高
橋
仁
美
㈲
②
鈴
木

孝
子
㈲
③
山
岸
淑
嗣
江
側

《
走
り
高
跳
び
》
五
年
男
子
①

中
島
充
側
②
渡
辺
進
吾
㈲
五
年

女
子
①
江
口
有
子
圃
②
井
ノ
川

葉
子
個
③
南
雲
麻
祐
㈹
六
年
男

子
①
藤
ノ
木
大
二
㈲
②
桑
原
亨

也
㈲
③
南
雲
龍
㈱
六
年
女
子
①

村
山
明
子
側
②
鈴
木
小
百
合
㈲

③
大
口
友
美
㈲

《
四
百
m
リ
レ
ー
》
男
子
①
田

沢
②
清
津
峡
③
高
道
山
女
子
①

倉
俣
②
貝
野
③
田
沢

　
　
林熱

懲
開発地区エリア

開発ゾーン

○
○

十日町市

スキー場

　★

マ場嘩騨ア1

識　　多目的イペント
　．★．ノ施設

教蓼文化施設黛ツ

　　　　　憂合

　　　　　　白羽毛

織羅
　　　　　★　　　　ゴル・

　　　葱凍．物熱こ

合：合豊里凹＼
合　　　　　　イ

　　　　　　　　　　　　」東田沢

合脊合

伽

7チームが次々に入場大玉送りで親睦を深める団員

　
「
今
日
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
仲
間
入
り
だ
ー
」

　
㈲
日
本
体
育
協
会
日
本
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
へ
の
加
盟
を
記
念

し
、
村
内
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
る
七
チ
ー
ム
が
集
ま
っ

て
去
る
九
月
十
七
日
、
田
沢
地

区
体
育
館
で
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年

が
生

団．
類
彫

　
ま

、
翻

；
。
・
瞳

　　　　　　　　　　　　　村に

・慧讐㌦）鱗

団
の
結
団
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
入
団
し
た
チ
ー
ム
は
、
今
夏

に
結
成
し
た
ば
か
り
の
サ
ッ
カ

ー
を
初
め
、
剣
道
、
野
球
、
ス

キ
ー
な
ど
五
種
目
の
チ
ー
ム
で

少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
を
一
本

化
し
ま
し
た
。

　
団
員
は
、
小
中
学
生
廷
べ
二

百
三
人
が
登
録
し
、
各
種
大
会

に
参
加
す
る
ほ
か
団
員
同
士
の

交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
結
団
式
で
は
、
樋
口
和
一
本

部
長
か
ら
各
団
に
認
定
証
が
手

渡
さ
れ
、
団
員
を
代
表
し
て
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
々
長
の
南

雲
一
浩
君
（
中
里
中
三
年
）
が

「
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

ス
ポ
ー
ツ
に
勉
強
に
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
団
員
た
ち
は
軽
い

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
タ
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
、
親
睦
を
深
め
ま

し
た
。

田沢剣道スポーツ少年団

倉俣ジュニアフィターズ

　　　野球スポーツ少年団

昭
4
2 ．9

昭
6
1 ．5

土倉バツフアローズ

　　　複合スポーツ少年団
昭
61．5

貝野ジュニアイーグルス
　　　野球スポーツ少年団

昭
6
1 ．9

田沢ジュニアスキー
　　　　　スポーツ少年団

昭
6
1 ．11

田沢ジャニーズ
　　　野球スポーツ少年団

昭
62．4

田沢サッカース，ポーツ少年団
昭
6
3 ．7

至松之山

春には黄桜が満開に

口

　十日町橋から津南町秋成台地までのパノラマを展開で

きる標高630mの展望台です。中里村が一望でき、点在す

る集落の家並や素晴らしい河岸段丘、これから開発され

るスキー場などが　　『

身近に感ずること

ができます。村

心地から車で約

30分で行くこと　　材

ができますので、　遺
　＿　　立　　　　’小
通行に注息して
　　　　　　　搾
是非出掛けて　　禽

みて下さい・影

　宮中えん堤脇にある小高い丘で、

自治宝くじ協会の助成によって憩い

の場として整備されました。ベンチ

の設置や珍しい黄桜が植えてありま

す。毎年春になると信濃川の流れを

聞きながら短歌発表会が行われ、正

に文化のかおり漂う丘です。

鶯桜i
漁㌔轟

至安養寺

村を一望するには最高の場所

至小原

渡
0

鹿至
　　ヌ
宮中橋

昭和63年10月10臼広報かかマ～5
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四
十
歳
か
ら
の
目
は

　
　
　
”
健
康
の
信
号
”
で
す

　
四
十
歳
を
す
ぎ
て
、
物
が
見

づ
ら
く
な
っ
て
き
た
と
感
じ
た

方
は
ぜ
ひ
一
度
眼
科
に
行
く
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
老
眼

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
頭
か
ら

決
め
つ
け
ず
に
、
き
ち
ん
と
し

た
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
目
だ
け
の
病
気
だ
と
思
っ
て

い
た
ら
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

ど
の
成
人
病
の
合
併
症
だ
っ
た

と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
目
の
検
査
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
人

病
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

村では、観光地をP　R

轍と禰原湿原の写真
フォンカードを作りまし

　ご希望の方は、役場群

光係（β63－311・内線：

　
で
は
、
成
人
病
と
そ
の
影
響

を
受
け
や
す
い
目
の
関
係
に
つ

い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

目
に
影
響
を
及
ぽ
す
成
人
病

●
糖
尿
病
性
網
膜
症

　
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
、

網
膜
の
毛
細
血
管
に
小
さ
な
こ

ぷ
が
で
き
、
血
管
が
い
た
み
、

血
液
中
の
成
分
が
も
れ
て
、
し

み
状
、
ま
だ
ら
状
の
出
血
が
お

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
め
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

血
液
の
流
れ
な
い
区
域
が
広
が

り
、
網
膜
へ
の
栄
養
補
給
が
絶

え
て
し
ま
う
た
め
、
失
明
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
と
目

　
高
血
圧
の
方
は
、
目
の
血
管

が
動
脈
硬
化
を
お
こ
し
、
切
れ

た
り
、
細
く
な
っ
た
り
し
や
す

おじいちゃん、おばあちゃん

長生きして下さい
　　　　中里村老人福祉大会

く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
目

の
中
に
出
血
や
白
斑
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
と
出
血
が
多

く
な
り
視
力
が
落
ち
、
霧
の
中

で
物
を
見
て
い
る
よ
う
な
状
態

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

目
に
か
か
る
負
担
を

　
　
　
　
　
軽
く
し
よ
・
つ

　
目
は
、
大
切
な
五
感
の
一
つ

で
、
精
密
な
器
管
で
す
。
成
人

病
の
発
症
や
そ
の
進
行
を
食
い

止
め
る
こ
と
は
、
大
切
な
目
に

か
か
る
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と

で
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　
十
月
十
日
は
「
目
の
愛
護
デ

ー
」
。
四
十
歳
か
ら
の
目
は
”
健

康
の
信
号
”
で
あ
る
こ
と
を
お

亡
心
れ
な
く
　
　
。

　
敬
老
の
日
の
九
月
十
五
日
、

第
八
回
中
里
村
老
人
福
祉
大
会

が
、
中
里
中
学
校
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は

村
内
の
七
十
一
歳
以
上
の
お
年

寄
り
五
百
十
人
が
集
ま
り
ま
し

防
犯
は
　
日
，
ご
と
・

　
家
ご
と
地
縷
転
、
一
　
』

　
秋
の
長
雨
で
遅
れ
て
い
た
穏
、

の
刈
取
り
も
、
よ
う
や
も
終
舞
．
’
・

に
近
づ
き
、
い
よ
い
よ
秋
茶
番
■
、

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
茎

す
。秋

と
言
え
ば
、
恒
例
の
全

国
防
犯
運
動
が
、
今
年
ゐ

十
月
十
心
日
か
ら
十
日
閥

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
高
速
道
の
開
通
等
に
よ

り
、
生
活
は
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
犯

罪
の
上
で
も
同
様
で
、
、
．
』

の
中
里
村
で
も
、
時
に
は

－
ゆ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

髄
牽
。

、
、
．
薪
こ
う
し
た
事
件
事
故
か
ら
、

、
平
穏
な
生
活
を
守
る
に
は
皆
さ

、
，
、
ん
、
蝋
人
ひ
と
り
が
、
防
犯
に
つ

い
て
の
関
心
を
持
ち
、
地
域
全

10／11～10／20

全国防犯運動

縁
談
話
を
エ
サ
に
印
鑑
や
反
物

を
売
り
歩
く
よ
う
な
、
主
婦
や

高
齢
者
を
狙
う
訪
問
販
売
等
、

悪
徳
業
者
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
全
国
を
ま
た
に
か
け
た

農
村
対
象
の
大
泥
棒
が
、
田
沢

駅
か
ら
新
た
な
犯
行
地
に
旅
立

た
。

　
当
村
に
は
、
九
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
が
四
人
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
人
、
市
之
越
の
富

井
ス
イ
さ
ん
（
百
四
歳
）
は
、

県
内
で
二
番
目
の
長
寿
者
で
す
。

　
式
典
の
中
で
は
、
金
婚
夫
婦

十
五
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫

婦
三
組
を
は
じ
め
長
寿
を
祝
う

表
彰
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
祝
宴
の
部
の
ア
ト
ラ
タ
シ
ョ

　
　
体
で
防
犯
活
動
を
展
開
す

　
』
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

　
　
ま
す
。

　
　
中
里
村
に
は
、
倉
俣
地

　
区
と
貝
野
地
区
に
防
犯
組

　
合
が
組
織
さ
れ
、
地
域
に

　
　
お
け
る
自
主
的
な
防
犯
活

　
　
動
を
推
進
し
、
効
果
を
あ

　
　
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

　
　
ま
す
。
そ
の
他
の
地
区
も
、

　
　
一
日
も
早
く
防
犯
紐
合
を

設
立
さ
れ
、
、
地
域
防
犯
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
、
事
件
事
故
の

な
い
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
日
町
警
察
署

防
犯
少
年
課
長
　
小
熊
武
彦

ン
に
は
、
村
内
の
七
団
体
と
個

人
一
人
が
、
唄
や
踊
り
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
を

待
ち
望
ん
で
い
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
大
好
き

な
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が

ら
舞
台
の
踊
り
や
唄
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
長
生
き
を
し
て
是

非
来
年
も
こ
の
日
に
会
い
ま
し

よ
・
つ
。

　
　
　
　
　
⑤

村民マラソン大会
量
と
・

　
　
　
　
　
★★と　き　10月10日（lj）午前8時30分～

★ところ　中里中学校→桔梗原

★コース2㎞鷹鍛女1・2年生

　　　　　・㎞騰轡鮭

　　　　　・㎞催鐙講年生

村民バスケットボール大会

ぼ　

、
軒
袖★と　き　10月16日（li）午前8時30分～

★ところ　中里中学校体育館

★種　目　男子、女子（1チーム10名以内）

★申込〆切　10月11日

娘村民バレーボール大会
★と　き　10月23日（l　i）午前8時30分～

★ところ　中里中学校、田沢地区体育館

★チーム編成　混合、男女単独を問わない。9人制

★申込〆切　　10月17日
　　　　気，

★，，無懸蔀彫会
★ところ　田沢地区体育館

★種　目　一般男、女シングルス

　　　　中学生男、女シングルス

　　　　親子混合ダブルス（子供は小学生以下）

※上記球技大会の申し込みは公民館（費63－2493）へお

　願いします。参加資格は村内に在住または勤務してい

　る人です。

壕健康づくり大会

★と　き　10月23日（日）

★ところ　保健センター

★内　容　O表彰式　午前9時～10時30分

　　　　　虫歯のない子表彰、

　　　　　献血功労者表彰

　　　　　健康家庭表彰
　　　　O健康法体操　午前10時30分～12時

　　　　　講師　小千谷市社会体育課長　西脇理作氏

　　　　Oゲートボールゲーム　午前11時～午後3時
　　　　O食生活指導とオヤツ試食　午前10時～12時

　　　　O歯科「ブラッシング指導」午前10時30分～12時

　　　　Oあおぞら会「いも即売」　午前10時30分～

第12回中里村芸術祭灘
　
　
　
　
1
0
午
総
写
趣
盆

　
　
　
　
き
　
　
ろ
容

　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
と
　
　
と
内

　
　
　
　
★
　
　
★
★

★と　き　10月29日d）～31日（月）

　　　　午前9時～午後5時（31日は午後4時まで）
★ところ　総合センター

★内　容　写真、書道、版画、絵画、手工芸品、生け花、

　　　　趣味コーナー、中里村老人タラブによる菊・

　　　　盆栽展等、村民のみなさんの力作が勢ぞろい。

　　　　※第1回郡市版画交流展が同時開催されます。

輔　　　　　　中里村地場産業フェア

★と　き　10月29日（士）～31日（月）

　　　　午前9時～午後5時
★ところ　保健センター2階
★内　容　村内で地域づくり、特産品づくりとして開発

　　　　された商品を一同に展示します。

　　　※詳しくは役場開発課まで。

、齢，第9回村民芸能祭

★と　き　10月30日（日）午前10時から

★ところ　田沢地区体育館

★内　容　唄、踊、詩吟、三味線等、約30組が参加。

　　　　婦人会主催のガラタタ市もあります。

あ参

か

　　練習の成果を披露するみなさん

昭和63年10月10日広報くドo’マセ7



シルクロード人問の旅

　　　戸羅謬②

　　　　馨恥
　　　　　山崎
　　　　　上原幸次郎さん

ウルムチは￥シルクロードの中心地

の都市。楡の木やボブラの街路樹が遠

々に続いていた。この地方は、ウィグ

ル民族が大勢で農業も盛んだが、馬耕

や牛耕がほとんど。

24日はマイクロバスでバズ（組み立

て式のまんじゆう型の家）のある南山

牧場キャンブ場に行く。ここには、地

元のカザフ民族が建てたバオが数軒あ

り、我々は2日間寝泊りした。心配し

ていたバオの生活も、カザフ民族との

交流会でなごんだ。女性が色とりどり

の民族衣裳をまとい男性の楽器演奏で

舞踊を披露してくれた。我々も一緒に

踊り友好を深めることができた。

バオでは女性7人、男性4人ずつの

生活で、夜になると冷え込むので石灰

ストーフを囲みながら手話の勉強会を

やつた。

パオの前での交換会

「
わ
が
む
ら
わ
が
ま
ち
自
慢
の
逸
品
ま

つ
リ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

県
内
各
市
町
村
の
特
産
品
を
一
同
に
集

め
、
展
示
即
売
し
た
も
の
で
、
会
場
は

た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
村
内
か
ら
は
、
小
山
製
作
所
、
清
津

峡
焼
七
ツ
窯
、
魚
沼
農
産
、
清
松
製
麺

所
、
山
田
屋
酒
店
が
出
店
し
ま
し
た
。

宮
中
共
和
会
が
三
位

　
　
　
　
　
郡
市
交
通
安
全

　
　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の

九
月
二
十
二
日
、
お
年
寄
り
か
ら
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
交
通
安
全
の
き
ま

り
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
郡
市

高
齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
川
西
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
は

当
村
代
表
の
宮
中
共
和
会
、
千
曲
会
（
小

原
）
を
含
め
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。
お

年
寄
り
た
ち
は
、
秋
晴
れ
の
下
で
コ
ー

ト
の
中
に
設
け
た
横
断
歩
道
を
渡
り
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚
い

　
　
　
　
　
　
　
＝
蛎
藝
　
　
　
　
　
琳
”
ざ

　
　
　
　
　
　
　
繕
、
難
繁
。
一
　
　
　
．
ご

　
　
　
　
　
　
　
轟
既
即
藻
　
　
奪
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
　
　
　
．
と

　
　
　
　
　
　
　
濃
〕
甥
－
．
　
灘
蝋
畑

　
　
　
　
．
諒
、
麗
甑
義
樋
譲
　
、
蓄

　
　
　
　
　
　
　
噸
　
譜
緑
鍵
灘
織
　
騰
位

璽
灘
難
鄭
、
毒
、
3

　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
篤
奪
　
　
饗
懸
畷

が
ら
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
は
、
宮
中
共
和
会
が
健

闘
し
三
位
に
食
い
込
み
、
優
勝
は
水
沢

（
十
日
町
市
）
、
二
位
む
つ
み
笑
和
会

（
十
日
町
市
）
で
し
た
。

花
い
つ
ば
い
運
動
に
挑
戦

　
　
　
　
干
溝
青
年
会
O
B
1
0
人

　
「
赤
い
花
が
い
っ
ぱ
い
、
き
れ
い
だ

な
あ
…
…
…
」
。
干
溝
の
な
ど
し
会
で
は
、

何
と
か
魅
力
あ
る
地
域
に
し
よ
う
と
今

年
、
沿
道
に
サ
ル
ビ
ア
植
え
に
挑
戦
。

今
、
見
事
に
咲
き
誇
り
道
行
く
人
た
ち

の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
は
、
干
溝
青
年
会
O
B
十
人

が
一
年
前
に
結
成
し
、
こ
れ
ま
で
に
集

落
を
流
れ
る
川
沿
い
の
整
備
や
月
一
回

の
映
写
会
な
ど
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
会
員
の
広
田
朝
一
さ
ん
は
「
一
年
中

花
の
絶
え
な
い
き
れ
い
な
村
づ
く
り
を

進
め
た
い
。

ま
た
、
小

川
に
鯉
の
　
　
　
　
　
　
　
、
、
い

　
　
　
　
　
監
　
　
　
　
　
　
　
x
れ

放
流
も
計
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ま
も
き
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ゆ
ヨ

画
中
」
と
雛
郵
灘
　
　
　
　
　
　
　
－
カ

話
誰
講
『
、
謬

ま
し
た
　
灘
　
醜
響
切

み
な
さ
ん
紅
慧
　
　
．
、
響
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

も
花
い
っ
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
、
　
こ

　
　
　
　
　
ー
、
　
　
饗
・
っ

ぱ
い
運
動
　
昏
　
－
　
　
　
難
灘
翫
　
を

　
ヒ
『
・
曹
　
、
鱗
花

貧
鱗
肌
艇
｝
顯
響
荊

　
　
　
　
　
　
め

ん
か
。
　
　
　
　
・
、
　
　
細
、
、

ひとりずつ白バイに乗せてもらう子どもたち

　　　県内の逸品勢ぞろい

の　　　　　当村も参加
育背

問早

鷺百

麓
辮
編

　　　ふるさとの香りを求めて

自
バ
イ
っ
て
格
好
い
い
な
あ

　
　
　
　
　
　
園
児
交
通
安
全
教
室

　
去
る
九
月
二
十
九
日
、
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
少
し
で
も
交
通
ル
ー
ル

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
村
内
五
か
所
の

保
育
所
で
交
通
安
全
教
室
を
開
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
警
察
の
お
話
を

聞
い
た
あ
と
、
一
人
ず
つ
白
バ
イ
に
乗

せ
て
も
ら
い
「
格
好
い
い
な
あ
、
大
き

く
な
っ
た
ら
警
察
に
な
り
た
い
」
と
は

し
ゃ
ぎ
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
車
に
気
を
つ
け
て
ね
。

擁

珊

．
、
騨

η
醸

夢
’

r
…

翁」

り
高
野
隆
司
さ
ん
幌

ワ
　

茂
美
　
白

きっかけは

第一印象は

交際中は…

お互いへの要望は

子育てのモットーは

村への要望は

・…・り妹の同級生なんです。祭りで妹

の所へ遊びに来た時に知り合いました。

…・り印象といってもあまりないんで

すよ。ワつっぱった感じでしたがたよ

りになりそうだなと思いました。

・・り長野に勤めていたことがあるので

長野の方へよく遊びに行きました。ワ

青空市場というスーパーが集まったよ

うな所があるんですが私がそこが好き

でよく連れていってもらいました。

　　…・りもっと自分の意見を言う

ようになってほしいですね。ワ短気を

直してほしいです。

　　　…・り自由にのびのびと。悪

いことはめいっぱいしかります。ワ病

気をしないで元気に育ってほしいです。

　…・・り清津峡をもっと徹底的に売っ

てほしいです。ワ子どもを連れて遊び

に行けるレジャー施設がほしいですね。

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
め
が
わ

福
島
県
東
白
川
郡
鮫
川
村

　
わ
た
し
の
生
ま
れ
た
鮫
川
は

茨
木
県
境
近
く
で
日
本
一
広
い

市
で
有
名
な
、
い
わ
き
市
の
隣

に
あ
り
ま
す
。
近
く
に
は
常
盤

ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

南
国
に
行
っ
た
よ
う
に
一
日
中

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
村
の
特
産
品
は
葉
タ
バ
コ
と

東田尻

山田　則江さん（28）

　　わたしの

講難
　　　　　ゆ遡∫．づ騰堵郵IP

⑤と

こ
ん
に
ゃ
く
芋
で
す
。
平
地
が

少
な
い
た
め
土
地
を
上
手
に
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
名
勝
地
は
強
滝
（
こ
わ
だ
き
）
、

江
竜
田
の
滝
、
湯
の
田
温
泉
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
雪
は
滅
多
に
降
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
五
十
六
年
の
雪
に
は

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
約
七
十
セ

ン
チ
降
っ
た
だ
け
で
交
通
マ
ヒ

や
電
気
、
電
話
が
不
通
に
な
り

ま
し
た
。

　
雪
に
は
や
は
り
弱
い
の
で
す

ね
。
人
間
も
そ
う
い
う
機
能
も
。

あ
の
冬
の
経
験
か
ら
雪
に
対
し

て
の
備
え
を
見
直
し
た
よ
う
で

す
。　

福
島
の
冬
は
、
毎
朝
の
よ
う

に
霜
が
降
り
と
に
か
く
寒
い
で

す
。
で
も
村
の
人
達
は
、
と
て

も
気
さ
く
で
温
か
く
て
の
ん
び

り
し
て
い
ま
す
。

　
鮫
川
村
は
、
自
然
が
豊
富
で

と
て
も
い
い
所
で
す
。

霧灘灘灘醗鰯霧

　
ん

　
牲
く

⑫
、
聡

　
轍

　
尉
木

　
瀞
鈴

運動会でたるばやしをした時の

絵です。やる前はどきどきしまし

た。たるばやしは、むずかしくて

まちがえたところがありました。

でも、がんばってたたきました。

繊灘簸灘i難蝋

馨．鐸集動巌1錦⑫
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久仁子ねえ、お兄ちゃんの自転

車に乗りたいんだ。でもまだ無理

みたいね。早く乗れるようになり

たいな。久仁子ウメ干しごはんが

大好きなんだけど、これを言うと

みんなが笑うのよ。お田さんはや

さしい子に育ってほしいんだって。

’
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亀
ミ



　　じ
ザ＝

、　　　ノ

騰｝

　樋口還生さん
　　　　　（通り山・18歳）

鷹劔響
　中里村農協の経済課で配送の

仕事をしている。先輩は若い人
［
が
多 く、みんなおもしろい人ば

かりで楽しい。趣味は友だちと

車でドライブに行くこと。性格

は細かいことを気にするタイフ

なのでもっとおおらかな性格に

なりたい。夢はバイクの免許を

とって、バイクで北海道を旅行

すること。理想の女性は活発で

あまりずうずうしくない人。村

への要望は職場がどんどん増え

て、若い人がもっと中里村に残

れるようになってほしい。

鰯麟鞭纏灘
戸籍、住民票謄抄交付申請手続

　　　　郵便局でもできます

　これまで戸籍や、住民票の謄抄本交

付申請手続、年金受給者現況届の証明

申請手続は全て役場の窓口で行ってお

りましたが、10月1日より郵便局でも

できるようになりました。　（ただし、

相続登記等で除籍謄抄本が必要な場合

は郵便局ではできません。）

　手数料は役場窓口で申請する場合と

同額ですが、手数料を定額小為替また

は為替で納めていただくことになりま

す．ので10円～50円を郵便局に手数料と

して納めていただくことになります。

それに交付申請書を郵便局から役場へ

郵送する切手60円、役場から申請人に

謄抄本を郵送する切手60円が必要です。

　郵便局で申請手続をする場合謄抄本

が申請人の手元に届くまで3日～4日

かかりますので注意してください。

圃
　　　　　　　　　　　　　、
　　　バィクに必ず自賠責保険

　小さなバイクにも自賠責保険（共済）

の加入が法律で義務づけられています。

250cc以下のバイクは車検制度がない

ため、自賠責保険の継続契約をつい忘

れがちです。

　無保険（無共済）で走ると、6ヵ月

以下の懲役または5万円以下の罰金、

さらに違反点数6点となり免停処分と

なりますし、それよりも万一事故を起

こしたりしたら大変です。

　未加入の人はすぐ加入してください。

保険料は1年契約8，000円、　2年契約

11，350円、3年契約14，500円です。

の一環として「素敵です。あなたの笑

顔さわやかサービス」をテーマに10月

1日から31日までの1ヵ月間を「窓ロ

サービス強化月間」として、心をこめ

た、さわやかなあいさつ運動を展開す

ることとしています。

　地域に親しまれ、愛される魅力あ、ヨ・

れる郵便局づくりに一生懸命努めます

ので、郵便局においでの際は、きたん

のないご意見、ご要望をお寄せいただ

きたく、心からご利用をお待ちしてお

ります。　　　　　　　（村内郵便局）

10月11日～10月17日は

　違反建築防止週間です

最低賃金改正で
　　　一日3，653円に

　昭和63年10月1日から新潟県の最低

賃金が改正されました。

■1　日　3，653円

61時間　　457円
※この最低賃金額は業種、業務、パー

トタイマー、臨時雇を問わず適用され

ます。

　お間い合せは……十日町労働基準監

督署”57－2079へ。

郵便局からのお知らせ

郵便局では、さわやか行政サービス

．工　事　名 場　所 工事費 業　者 完了予定日

村道角間線改良 角　間
　　1’円
1，450 大村建設㈱ 11月18日

中里村役場駐車場整備 L　山 435 （fl）鈴木土建 12月5日

村道L山山崎線改良 上　山 890 （有）広田木材 12月5日

桔梗原下原線復旧 朴木沢 1，640 大村建設㈱ 1月4日

観光案内標識設置 倉　下 250 新潟道路サ叱ス㈱ 11月25日

か　ん　が　い　排　水 桂 540 （有）宗家土建 12月14日

村道倉下土倉線舗装 倉　下 410 中野建設工業㈱ 11月5日

村道清田山線舗装 重　地 1，860 L越舗道㈱ 11月25日

林道小出田代線改良 清田山 2，500 大村建設（㈱ 3月15日

　10月11日から17日まで、違反建築防

止週間が全国一斉に実施されます。「建

築のルールを守って住みよい街づくり」

をスg一ガンにして、建築基準法の目

的や内容を広く知っていただき、建築

物の質の向上に努めていただくため実

施されるものです。

　建築物を造る前に、その建物の計画

が法令に合っているかどうか、また、

建築確認申請をし、建築主事の確認を

受けてから工事に着手しましょう。

　10月14日は全国一斉に違反建築防止

の建築パトロールが実施されます。工

事中の建築現場に法令で定められた建

築確認済の表示板を掲示して工事しな

ければなりません。表示を忘れないよ

うに注意しましょう。

県立魚沼高等職業訓練校

　　64年度生徒募集

ただ今

ヱ事中

鰹　k

※工事費100万円以上の建設工事です。（％～％入札分）

■募集訓練科、定員　建築科　20名

　　　　　　　　左官科20名
■応募資格

中学校または高等学校卒業以上

　（昭和64年3月卒業予定者を含む）

■年齢　おおむね30歳以下の人

■訓練期間　2ヵ年
■願書受付期問

昭和63年10月11日～11月5日まで
■選考日時

昭和63年11月24日（木）午前9時から

詳しくは県立魚沼高等職業訓練校へ

君　02579－4－2410

今月の納税と振替日

　　　　　　　　　　　（振替日）

■村県民税　　　（3期分）10月31日

●国民健康保健税（10月分）10月31日

■国民年金保健料（10月分）10月25日

6保育料　　　　（10月分）10月25日

〃 広報かかマ～ 昭和63年10月／0日

！

％
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の
火
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動
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火
の
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に
十
分
注
意
し
ま
し
よ
う
。

、懸麟磯叢鷺鋤一蜘警悠、、1

国民年金相談所のご案内

　国民年金のことで聞いてみたいこと

がありましたら、長岡社会保健事務所

から年金専門官が来ますので遠慮なく

ご相談ください。

■日時

　10月21日㈹　午前10時～午後3時

■場所　老人福祉センター

無断駐車はやめてください

　　　　湯沢駅前村駐車場

　最近、湯沢駅前村駐車場の無断駐車

が増えています。許可証を交付された

方が大変迷惑しますので無断駐車は絶

対にしないでください。利用する場合

は1日1台500円で許可証を交付します

ので住民課窓口までおいでください。

役場前駐車場％～％まで

　　　一部駐車できません

　役場庁舎のサッシ取替工事のため、

10月18日から11月10日まで、役場前駐

車場の一部が駐車できなくなります。

　みなさんには大変ご迷惑をおかけし

ますが、ご協力をお願いします。

善意をありがとう

■香典返し

荒屋　杉谷清六さん　　300，000円

■古切手寄付

中里村農業協同組合

■ぞうきん　30枚

荒屋　樋ロハツさん

蒲演会があります みなさんおいで下さい’

　　午後7時30分～
　　　　　　　9時30分
総合センター

我がギター人生

小山　清氏
　小山さんは、小原の出

　
て

　
い

　
つ

　
に
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（阿部　　正）

（山本　　隆）

（南雲　　海）

（吉田　　晃）

（井ノ川茂徳）

　
　
　
沢
出
敷
敷
敷

夢　
　
　
　
　
屋
屋
屋

　
　
　
田
小
本
新
本

繍．．圏轡

所
題
師

場
演
講

■
　
■
　
■

　　　　身で東京新堀ギターアン

　　　　サンブルの指揮者及び独

　　　　奏者として活躍。現在は

　　　　大島村にある新堀音楽芸

　　　　術学院で活躍しています。

当日はギター演奏もあります。

■時　問

　　中里村PTA連合会
　　　　　　　の講演会

午後1時30分～3時

　　　　　　午後7時30分～
　　　　　　　　　　　9時30分
●場所総合センター
■演　題　雪国でくらしてみて

■講師小見美晴さん
　小見さんは、東京から松之山町へ

嫁いで15年。3年前に雪深い山村の

暮らしとそこに住む人々の思いを書

　いた「母さん、春はまだ？」を出版

　しています。
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驚測際蘇φ傭報

「気をつけて」

　朝の一言忘れずに

●飲酒運転検挙者数11人

●無免許運転違反

●事故発生件数

4人

10件

●死亡事故ゼロ　295日

（9月末累計）
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，2相談時閣喉、、1論

　　午離9欝紛分～午後4時40分
　｛平日〉土畷日は正午まで（第

・2瀞蹴鴨轡みます）
、
、

づ鶏、箭
　　新潟市本町通七番町1082興
　し蕪火災噺潟支宿ビル5階　新潟

　雛蓋事務所内

　　㈹鷺本損害保険騰会新潟自動

　車保険講求相談センター

○網談は無料で、専門の相談員が

　親身になってご相談に旛じます。

　電話でのご相談もお受けします。

　”025（225）王851

　　025（225）2225
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